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米
加
の
大
学
生
と
交
流
会 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の

「
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大
学
生

と
の
交
流
会
」
は
五
月
八
日
、

学
内
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
紹
介
や
い
ろ
い
ろ
な
話

題
で
歓
談
し
ま
し
た
。 

 

訪
れ
た
の
は
石
川
県
国
際
交

流
協
会
の
日
本
語
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
来
日
し
た
米
ワ
シ
ン
ト

ン
＆
リ
ー
大
学
と
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の
学
生
計

十
三
人
で
す
。
グ
ル
ー
プ
懇
談

＝
写
真
左
＝
で
は
、
学
校
生
活

を
は
じ
め
趣
味
や
生
活
、
文
化

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
、

互
い
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
の
三
年
生
を

対
象
に
一
年
間
に
わ
た
っ
て
就

職
に
向
け
た
指
導
を
行
う
就
職

教
育
講
座
が
四
月
か
ら
開
講
し

ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
続
い
て
二
十
七
日
か
ら
の

共
通
講
座
で
本
格
的
な
講
義
が

始
ま
り
、
参
加
し
た
学
生
は
、

ま
ず
公
務
員
の
採
用
試
験
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

講
座
で
は
、
石
川
県
人
事
委

員
会
事
務
局
の
担
当
者
が
、
県

の
仕
事
と
組
織
、
県
職
員
と
警 

 

で
各
百
二
十
万
円
の
科
研
費
を

交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

ベ
イ
ト
ソ
ン
先
生
に
分
配 

ま
た
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ベ
イ
ト

ソ
ン
文
学
部
准
教
授
は
石
川
県

立
大
学
と
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
活

用
に
関
す
る
共
同
研
究
で
ム
ー

ド
ル
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
を

分
担
し
、
科
研
費
か
ら
四
十
八

万
円
の
分
配
を
受
け
ま
し
た
。 

を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
美
術
文
化
学
部
で

は
十
三
人
が
山
口
征
三
学
部
長

代
理
と
学
生
二
人
の
説
明
を
聞

き
、
美
術
工
芸
、
情
報
デ
ザ
イ

ン
、
文
化
財
学
科
の
制
作
、
分

析
の
授
業
や
ス
タ
ジ
オ
を
見
学

し
ま
し
た
。
文
学
部
で
は
言
語

表
現
論
や
心
理
学
、
経
営
情
報

学
部
で
は
経
営
管
理
な
ど
の
授

業
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

開
講
し
た
就
職
教
育
講
座 

＝
４
号
館
講
堂 

志望校決定に向けて 
東高３年生 学院大・短大を見学 

察
官
の
採
用
試
験
（
一
次
、
二

次
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歴
史
、
法
律
、
経
済
、

数
学
な
ど
の
例
題
を
挙
げ
て
、

出
題
傾
向
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

就
職
教
育
講
座
は
来
年
一
月

末
ま
で
毎
週
金
曜
日
に
開
講

し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
新

聞
の
見
方
、
職
業
と
適
性
、
地

場
産
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
職

業
人
意
識
、
一
般
常
識
問
題
、

マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
、
卒
業
生

や
内
定
者
の
話
も
聞
い
て
、
就

職
活
動
開
始
に
備
え
ま
す
。 

で
百
六
十
九
万
円
、
大
学
で
は

小
嶋
芳
孝
美
術
文
化
学
部
教
授

が
「
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
に
お
け

る
渤
海
考
古
学
の
基
礎
資
料
調 

 

査
」
で
百
三
十
万
円
、
成
岡
浩

一
経
営
情
報
学
部
准
教
授
が 

「
会
計
利
益
と
そ
の
構
成
要
素

の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
関
す
る
実

証
研
究
」
、前
川
浩
子
文
学
部
助

教
が
「
摂
食
障
害
お
よ
び
不
健

康
な
食
行
動
の
発
達
の
研
究
」 

 

ま
ず
公
務
員
試
験
に
理
解 

大
学 

就
職
教
育
講
座
ス
タ
ー
ト 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
三
年

生
二
百
三
十
四
人
が
五
月
七

日
、
金
沢
学
院
大
学
・
短
期

大
学
を
見
学
し
、
来
春
の
志

望
校
決
定
に
向
け
て
、
学
部

学
科
の
説
明
、
先
輩
学
生
の

話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
学
校
紹
介
ビ
デ

オ
を
見
た
後
、
志
望
を
予
定

し
て
い
る
学
部
・
学
科
に
分

か
れ
て
説
明
を
聞
き
、
授
業 

先輩の話を聞く東高校３年生＝６号館 

粟津原理恵 
短大講師 

岡
島
、

小
嶋
、

成
岡
、

前
川
先
生
に 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
、
金
沢
学
院
大
学
で
平
成
十
九
年
度
分

の
文
科
省
科
学
研
究
費
の
獲
得
が
相
次
ぎ
、
総
額
五
百
八
十
七

万
円
に
達
し
ま
し
た
。 

短
大
で
は
、
岡
島
厚
学
長
補

佐
が
「
実
用
プ
ラ
ン
ト
配
管
内

構
造
物
の
流
力
振
動
評
価
と
学

会
基
準
・
指
針
の
総
括
的
検
討
」 

発
行
・
広
報
室 

調
理
性
お
よ
び
抗
酸
化
性
に
対

す
る
ル
チ
ン
・
タ
ン
パ
ク
質
複

合
体
の
影
響
」
の
研
究
で
、
飯

島
記
念
食
品
科
学
振
興
財
団
か

ら
平
成
十
八
年
度
学
術
研
究
助

成
金
と
し
て
四
百
六
十
万
円
を

獲
得
し
ま
し
た
。 

粟
津
原
講
師
が
ソ
バ
食
品
で
助
成
金 

短
大
の
粟
津
原
理
恵
食
物
栄

養
学
科
講
師
は
「
ソ
バ
食
品
の 

能
登
地
震
義
援
金
26
万
円 

 

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ

送
る
た
め
学
内
で
学
生
・
教
職

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は

二
十
六
万
八
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
五
月
十
一
日
に
金
沢
学
院

大
学
・
短
期
大
学
学
友
会
会
長

が
北
國
新
聞
社
を
訪
れ
、
寄
託

し
ま
す
。 


